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　総務文教委員会の報告をいたします。
　日程第６、議第 57 号から日程第 12、議第 63 号までの
５件につきまして、審査の結果をご報告いたします。
　議第 57 号は、人吉市教育委員会の教育長の給与及び勤
務時間に関する条例の改正であります。
　これまで一般職に準じて支給対象とされている諸手当
を、特別職と同じ通勤手当と期末手当のみとし、期末手当
の支給率と退職手当の計算法も特別職に準じたものとする
ものであります。給料は、月額 55 万８千円。
　議第 58 号は、人吉市職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部改正であります。これは、21 年７月から国家
公務員に併せ、週 40 時間を 38 時間 45 分とするものであ
ります。これに伴い、再任用職員、職員の育児休業、職員
の修学等に関する条例も一部改正となります。
　審査の中で、国家公務員に準じた理由は、開庁延長時間
への影響はなど質疑応答がありました。
　議第 59 号は、人吉市補助金等基本条例についてであり
ます。人吉市の補助金制度を公平で、効率的なものとする
ため制定するものであります。なお、基本条例に規定する

「人吉市補助金審査委員会」は、設置条例を９月定例会に
上程の予定としているものであります。
　他に議第 61 号大畑公民館等の使用料、議第 63 号公用車
接触事故の損害賠償に係る条例等があります。
　いずれも慎重に審査し、全会一致認めることに決しました。

　議第 52 号平成 21 年度一般会計補正予算であります。
　歳出の主なものとして
　２款総務費一般管理費 13 節委託料 39 万９千円は市有地
内工作物（秀望のつつじの所）撤去の為の弁護士委託料。
２款総務費１目一般管理費19節補助金210万円は、永野町、
東間上町公民館改築等への助成金であります。
　10 款教育費１項教育総務費９節旅費 241 万４千円は学
校評価運営委員研修等旅費、18 節備品購入費 239 万 4 千
円は、３校分の印刷機購入であります。
　５項社会教育費５目文化財保護費 187 万５千円は、岩屋
熊野座神社保存修理事業補助金等であります。ちなみに、
国庫事業で総事業費 5,000 万円への市の分担であります。
いずれも現地調査を行い、慎重審査の結果、全員異議なく
認める事に決しました。

　厚生委員会に付託されました案件議案・予算案件・陳情
案件についてご報告をいたします。　　　　　　　　　
＜案件議案＞　議第 62 号委託に関する協定の締結につい
てでありますが、これは平成 20 年度より平成 24 年度まで
の５カ年で行われる人吉浄水苑第２期改築工事の１件であ
り、人吉公共下水道根幹的施設の建設工事は、日本下水道
事業団との随意契約であり、協定金額を２億 1,000 万円と
し２カ年に渡って行うものであります。　議第 67 号委託
に関する協定の締結についての議決内容の一部変更につい
てでありますが、これは現在進めている人吉浄水苑の改築
工事に関わるもので平成 20 年度から 21 年度で実施してい
るものです。変更の内容は、３億 9,240 万円を 7,430 万円
減額し、３億 1,810 万円とするものです。
＜予算案件＞　議第 52 号平成 21 年度人吉市一般会計補正
予算（第２号）の内、３款民生費、１目社会福祉総務費に
1,336 万１千円追加するもので、４月に新設されました「く
らし安心相談係」に関する経費が主なものであります。３
目老人福祉費に 6,000 万９千円を追加するもので、地域密
着型サービス拠点等施設整備補助金４カ所分です。４款衛
生費の 36 万２千円の追加は扶助費で妊婦の一般健康診査
給付費が主なものです。　議第 53 号平成 21 年度人吉市国
民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は歳入歳出そ
れぞれ 396 万４千円を減額するもので、人事院勧告及び人
事異動による職員給与費等繰入金の減額であります。　議

第 54 号平成 21 年度人吉市老人保健医療特別会計補正予算
（第１号）は歳入歳出それぞれ 633 万８千円を追加するも
ので、支払基金交付金、国庫負担金及び県負担金の精算に
伴うものであります。　議第 55 号平成 21 年度人吉市介護
保険特別会計補正予算（第２号）は歳入歳出それぞれ 926
万８千円を追加するものであります。  議第 56 号平成 21
年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
は歳入歳出それぞれ 576 万６千円を減額するものです。審
査の結果、案件議案２件、予算案件５件、いずれも原案ど
おり認めることに決しました。
＜陳情案件＞　陳第 20 号物価に見合う年金引き上げを求
める陳情は、慎重審査の結果、全会一致で不採択といたし
ました。

東間上町公民館を視察する総務文教委員会

産業廃棄物（中間）処理施設建設予定地を視察する厚生委員会

●委員長　下田代　勝　　●副委員長　川野　精一
●委　員　西　信八郎・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・大王　英二総務文教委員会報告

●委員長　田中　　哲　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　豊永　貞夫・笹山　欣悟・三倉美千子・簑毛　正勝厚生委員会報告
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　経済建設委員会に付託を受けました、議第 52 号平成 21
年度人吉市一般会計補正予算（第２号）のうち、６款農林
水産費、７款商工費、８款土木費について、議第 60 号人
吉市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて、議第 64 号損害の賠償について、及び議第 65 号訴え
の提起について、それぞれ審査の結果を報告いたします。
　まず予算関連でありますが、農業振興費 60 万円の増額
補正は、健康農産物ブランド化推進事業において、医食同
源ひとよし米のブランド化を図るための販売促進に要す
る経費で、内訳は販売促進に要する出張旅費及び医食同源
ひとよし米のサンプル経費と販売促進用パンフレットの作
製費であります。商工業振興費 16 万６千円の増額補正は、
人吉刃物の技術等を広くしらしめ、技術の継承と後継者の
育成を目的にくまもと工芸会館において人吉鍛冶刃物の伝
承展を開催するための広告料であります。
　次に、土木費のうち道路橋梁総務費 1,050 万円の増額補
正は、長寿命化修繕計画策定事業として、市が管理してい
る橋長 15 メートル以上の 64 橋について橋梁点検業務を委
託するものであり、また、道路新設改良費 400 万円の増額
補正は、市単独事業赤池古屋敷第１号線道路改良工事に要
する工事請負費であります。
　議第 60 号人吉市火入れに関する条例の一部改正であり
ますが、まず「火入れ」とは一般的に「野焼き」もしくは

「山焼き」といわれている森林管理作業のことであります。

気象庁が注意喚起のために発表する気象注意報のうち、異
常乾燥注意報が乾燥注意報に名称変更されたことに伴って
条例の一部を改正するものであります。
　議第 64 号損害の賠償については、市営住宅東間米山団地
駐車場において車両通過の際、鉄板蓋が跳ね上がり、車両
前部バンパーが破損した事故に対し、損害賠償金４万３千
円を支払うもので、全額保険金充当によるものです。
　議第 65 号訴えの提起案件でありますが、市が市内上戸
越町に所有する普通財産である土地に無断で工作物を造
り、植樹している者に対し、それらの撤去を求めるもので
あります。平成 20 年９月以降数回にわたる内容証明での
請求に対しても無回答のため訴えるものです。
　以上、必要な案件については現地確認を行った上、慎重
審査の結果、全員異議なく認めることに決しました。

市営住宅東間米山団地を視察する経済建設委員会

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　松田　　茂
●委　員　井上　光浩・村上　恵一・福屋　法晴・立山　勝徳・山下　幸一経済建設委員会報告

　予算委員会に付託されました日程第１「議第 52 号平成
21 年度人吉市一般会計補正予算（第２号）」のうち、「第
１条歳入予算の補正（全款）」について報告いたします。
　今回の歳入予算の補正は、１億 3,604 万円を追加し歳入
予算総額を 135 億 3,387 万２千円とするものであります。
今回の歳入補正予算のほとんどが、国・県の補助事業の内
示及び申請などによる補正であります。
　主なものは、◎市長公室・総務部において、前年度繰越
金を 5,000 万円の増額補正。自治体国際化協会から 100 万
円の助成。◎市民部では、熊本県消費者行政活性化事業費

補助金 832 万４千円増額補正で、補助率 100％。◎健康福
祉部では、地域介護・福祉空間整備等交付金 6,000 万円。
◎建設部では、土木費国庫補助金 500 万円は橋長 15 メー
トル以上の 64 橋の点検を行うもので、補助率 50％。◎教
育部では、学校評価の充実・改善のための実践研究事業費
委託金 400 万円を追加するものです。
　いずれも、全議員による審査の結果、全会一致で原案ど
おり決しました。

　６月定例会にあたっては、閉会までに７回の委員会を開
きました。①提出議案（条例案件５件・補正案件５件・損
害の賠償他４件・報告案件２件）、会期日程、議案質疑及
び一般質問の取り扱いについて、②日程の追加（教育委員
会委員の任命につき同意を求めることについて）、③委員
会正副委員長の互選（委員長に永山芳宏議員、副委員長に
西信八郎議員を選出）、④議案の訂正（損害の賠償）、議案
の撤回（人事案件）、追加議案（委託に関する協定の締結

についての議決内容の一部変更）、⑤委員会付託、閉会中
の継続審査、⑥議案の訂正（人吉市補助金等基本条例の制
定）、討論について、⑦特別委員会の設置（球磨川水系の
治水及び防災に関する特別委員会、公益的施設の適正配置
に関する特別委員会）、決議案（北朝鮮の核実験に抗議す
る決議）について、いずれも慎重審議いたしました。なお
６月５日には、一般質問者 15 名の登壇順番を決める抽選
を行っております。

●委員長　三倉美千子　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　全議員予算委員会

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　西　信八郎
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・田中　哲・立山勝徳・下田代勝議会運営委員会
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乳
が
ん
」
の
受

診
率
を
上
げ
、
死
亡
率
を
下
げ
る

目
的
で
、
今
回
の
国
の
経
済
危
機

対
策
の
中
に
、
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

は
。

答　

現
時
点
で
は
、
通
達
や
、
説
明

会
が
ま
だ
の
状
況
で
す
が
、
説
明

会
後
は
実
施
要
綱
等
に
基
づ
き
、

迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。

※
そ
の
他
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
で
、
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
構
想
で
学
校
施
設
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
や
、
冷
房
設
置
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

山
下
　
幸
一

問　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
、
六
月
一
日
議
会
開
会
日
に

追
加
提
案
さ
れ
、
重
要
案
件
が
、

わ
ず
か
一
週
間
で
撤
回
さ
れ
た
。

議
案
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
回

の
様
な
事
が
な
い
よ
う
に
、
議
論

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
立
場
で
、

質
問
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
と
し

て
①
教
育
委
員
の
任
期
更
新
に
つ

い
て
、
市
長
と
現
教
育
長
間
で
、

ど
の
様
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の

か
②
鳥
井
教
育
長
の
任
期
更
新
を

す
る
気
持
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
理

由
③
議
案
を
撤
回
さ
れ
た
が
任
命

権
者
と
し
て
の
立
場
で
ど
の
様
に

考
え
て
お
ら
れ
る
か
④
今
回
の
責

任
を
ど
の
様
な
か
た
ち
で
、
お
取

り
に
な
る
の
か
議
会
軽
視
と
思
う

が
⑤
現
教
育
長
を
再
度
教
育
長
と

し
て
、
再
任
さ
れ
る
考
え
は
な
い

か
⑥
田
中
市
長
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

は
⑦
市
の
教
育
長
に
は
、
ど
の
様

な
人
物
が
任
命
さ
れ
る
べ
き
か

等
々
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

答　

現
教
育
長
を
再
任
し
な
か
っ
た

の
は
教
職
を
経
験
さ
れ
た
方
々
、

民
間
の
方
々
、
更
に
行
政
経
験
者

も
加
え
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
、
他
の

教
育
委
員
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

方
を
再
度
、
ご
推
薦
さ
せ
て
い
た

だ
く
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

産
業
廃
棄
物
（
中
間
）

処
理
施
設
に
つ
い
て

福
屋
　
法
晴

問　

各
自
治
体
の
ゴ
ミ
分
別
搬
入

が
、
適
正
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

ゴ
ミ
袋
の
色
を
変
え
る
よ
う
に
広

域
行
政
組
合
に
提
案
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答　

今
後
、
各
市
町
村
の
衛
生
担
当

者
会
で
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

東
間
下
町
町
内
に
建
設
予
定
の

産
業
廃
棄
物
（
中
間
）
処
理
施
設

に
つ
い
て
、
近
隣
地
域
住
民
に
対

し
て
、
説
明
が
充
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
現
状
に
、
今
後
市
環
境
課

と
し
て
の
対
応
は
。
ま
た
、
田
中

人
吉
市
長
の
考
え
は
。

答　

担
当
課
と
し
て
は
熊
本
県
・
人

吉
市
・
企
業
・
地
域
住
民
と
の
四

者
協
議
に
臨
み
た
い
。
設
置
予
定

者
が
市
が
提
出
し
た
意
見
書
を
酌

み
取
り
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
。
そ
の
結

果
反
対
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

市
と
し
て
、
推
奨
で
き
な
い
と
の

田
中
人
吉
市
長
答
弁
で
し
た
。

問　

人
吉
お
城
ま
つ
り
会
場
に
会
場

案
内
図
看
板
設
置
と
抽
選
会
場
テ

ン
ト
を
色
つ
き
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

今
後
、
協
議
検
討
し
た
い
。

※
そ
の
他
駅
前
開
発
は
、
市
民
の
意

見
を
重
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
通

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
質
問

い
た
し
ま
し
た
。

入
札
の
あ
り
方
と

公
契
約
条
例
の
制
定

笹
山
　
欣
悟

問　

平
成
十
九
年
六
月
議
会
で
公
契

約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
そ
の
後
の
取
組
み
、
考
え

方
は
。

答　

公
契
約
条
例
の
導
入
に
つ
い
て

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
で
は
、
公
契
約
の

中
に
労
働
者
の
労
働
条
件
を
確
保

す
る
条
項
を
設
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労

働
条
件
へ
の
公
共
介
入
は
、
事
業

者
と
従
業
員
の
適
用
関
係
に
支
障

の
な
い
法
的
監
督
権
限
を
持
つ
と

こ
ろ
で
行
う
の
が
適
切
と
判
断
し

て
お
り
、
条
例
化
は
現
時
点
で
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

給
食
配
送
な
ど
の
労
務
提
供
型

請
負
の
場
合
、
同
じ
業
者
が
落
札

す
る
か
四
月
の
入
札
ま
で
わ
か
ら

ず
、
働
い
て
い
る
人
は
就
職
活
動

や
雇
用
面
で
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
公
正
な
労
働
の
確
保
が
実
現

す
る
た
め
の
入
札
制
度
の
改
革
は

で
き
な
い
か
。

答　

ど
う
す
れ
ば
入
札
を
三
月
中
に

実
施
で
き
る
か
な
ど
、
契
約
の
相

手
方
が
早
く
決
定
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
。
一
定
基
準
の
労
働
条

一
般
質
問

一
般
質
問
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件
を
入
札
の
要
件
と
し
て
設
定
す

る
の
は
、難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
行
政
と
し
て
ど
う
い
う

内
容
で
あ
れ
ば
で
き
る
の
か
、
制

度
の
改
正
を
含
め
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

認
知
症
の
現
状
と
対
応

立
山
　
勝
徳

問　

認
知
症
患
者
の
現
状
は
。

答　

平
成
十
九
年
度
で
介
護
認
定
患

者
は
約
一
一
〇
〇
人
、
そ
の
中
で

施
設
介
護
が
五
二
九
人
、
在
宅
介

護
が
五
九
四
人
、
他
に
未
認
定
の

人
も
い
る
。

問　

年
令
と
患
者
数
の
関
係
は
。

答　

七
〇
歳
～
七
四
歳
で
三
・
六
％
。

七
五
歳
～
七
九
歳
で
七
・
一
％
。

八
〇
歳
～
八
四
歳
で
一
四
・
六
％
。

八
五
歳
以
上
で
は
二
七
・
三
％
で

あ
る
。

問　

治
療
に
よ
っ
て
回
復
で
き
る

か
。

答　

早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

る
。

問　

早
期
発
見
の
た
め
に
市
の
健
康

診
査
の
対
象
に
で
き
な
い
か
。

答　

経
費
や
ス
タ
ッ
フ
の
面
か
ら
現

状
で
は
困
難
だ
が
今
後
検
討
し
た

い
。

問　

ど
ん
な
対
策
を
や
っ
て
い
る

か
。

答　

認
知
症
患
者
や
家
族
を
地
域
で

支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
取
り

組
み
現
在
六
七
六
人
を
養
成
し

た
。
認
定
し
て
な
い
六
五
才
以
上

の
高
齢
者
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

送
付
し
自
己
申
告
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
五
月
か
ら
月
一
回
物
忘
れ

相
談
日
を
設
け
た
。
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
実
施
中
。

※
他
に
経
済
雇
用
対
策
、
私
道
へ
の

下
水
道
整
備
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
、
青
井
さ
ん
と
Ｓ
Ｌ
人
吉
に

つ
い
て
質
問
。

国
道
四
四
五
号
の

七
日
町
交
差
点
の
改
良

仲
村
　
勝
治

問　

七
日
町
郵
便
局
前
の
国
道

四
四
五
号
の
交
差
点
は
、
見
通
し

が
悪
く
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が

増
加
し
て
い
る
。
郵
便
局
前
に
横

断
歩
道
が
あ
り
、
小
中
学
生
の
通

学
路
で
あ
り
郵
便
局
を
利
用
す
る

高
齢
者
な
ど
利
用
が
多
い
。
国
道

改
良
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
対
応
は
。

答　

平
成
二
十
年
七
月
十
四
日
に
五

日
町
町
内
会
長
、
七
日
町
町
内
会

長
の
連
名
で
「
七
日
町
地
区
通
過

国
道
四
四
五
号
の
危
険
箇
所
に
関

す
る
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
交
差
点
は
、
変
則
的
な

線
形
と
な
っ
て
お
り
、
上
新
町
方

面
か
ら
の
大
型
車
両
の
通
行
の
際

に
は
、
境
界
縁
石
ぎ
り
ぎ
り
の
と

こ
ろ
を
通
過
し
て
い
る
状
況
。
大

信
寺
方
面
へ
の
通
過
車
両
が
増
加

し
、
そ
の
一
部
が
七
日
町
の
交
差

点
を
利
用
す
る
た
め
交
通
量
も
増

加
し
て
い
る
。
通
学
児
童
、
高
齢

者
の
安
全
な
通
行
確
保
の
た
め
、

交
差
点
の
改
良
を
県
へ
要
望
し
て

い
る
。

問　

観
光
人
吉
の
看
板
で
あ
る
、
球

磨
川
下
り
の
振
興
を
図
る
上
で
、

交
差
点
改
良
は
、
重
要
な
施
策
で

は
な
い
か
。

答　

交
差
点
改
良
の
実
現
に
向
け

て
、
道
路
管
理
者
の
県
に
強
く
要

望
す
る
。

市
営
住
宅
の
指
定
管
理

者
導
入
構
想
に
つ
い
て

村
上
　
恵
一

問　

市
営
住
宅
で
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
へ
の
検
討
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
。
構
想
で
は
ど
の
業
務

分
野
ま
で
委
託
す
る
予
定
な
の

か
。

答　

四
月
か
ら
制
度
を
導
入
し
た
熊

本
市
へ
出
向
き
、
経
緯
や
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
た
、

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
人
吉
支
部

長
に
、
役
員
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
委
託
業

務
分
野
は
他
市
の
例
を
調
査
し
た

上
で
方
向
づ
け
す
る
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

向
上
や
経
費
の
削
減
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
入
居
者
の
家
族
構
成
や
収

入
の
状
況
、
滞
納
者
世
帯
な
ど
の

個
人
情
報
の
保
護
な
ど
と
考
え

る
。

※
県
庁
所
在
地
や
大
規
模
自
治
体
で

の
導
入
が
ほ
と
ん
ど
。
小
さ
な
自
治

体
で
は
、
逆
に
コ
ス
ト
高
の
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
、
入
居
者
は
高
齢
者

や
母
子
世
帯
な
ど
様
々
。
福
祉
分
野

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
低
下
は
困
る
。
最
初
か
ら
導
入

あ
り
き
で
は
な
く
、
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
要
望
し
た
。

教
育
の
振
興
と
充
実

下
田
代
　
勝

　

六
月
末
日
で
退
任
と
な
る
鳥
井
教

育
長
に
、
所
感
を
含
め
質
問
し
ま

し
た
。

問　

地
方
都
市
の
教
育
の
役
割
は
。

答　

基
礎
基
本
教
育
の
充
実
。
小
・

中
学
校
に
お
け
る
技
術
、
技
能
教

育
の
実
施
。
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
力
の
醸

成
。

問　

人
吉
市
教
育
の
現
状
は
。

答　

学
力
調
査
で
は
、
国
・
県
平
均

よ
り
上
位
。
小
・
中
等
一
貫
教
育

で
も
連
携
会
議
・
合
同
行
事
・
研

修
会
を
実
施
。

問　

人
吉
市
教
育
の
問
題
点
・
課
題

は
。

答　

研
修
会
、
説
明
会
等
へ
の
出
席

者
の
確
保
。
子
ど
も
の
教
育
へ
の

意
識
の
差
。
子
ど
も
と
教
師
が
向

き
合
う
時
間
の
確
保
。
不
登
校
児

童
の
解
消
。

問　

人
吉
市
教
育
の
方
向
と
展
開

は
。

答　

幼
児
期
に
、
家
庭
教
育
、
幼
・

保
・
教
育
の
連
携
。
青
少
年
期
に
、

基
礎
学
力
、
家
庭
・
地
域
環
境
の

整
備
。青
年
期
以
降
に
生
涯
学
習
、

社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
資
質
向

上
。

問　

人
吉
市
教
育
に
、
市
長
の
所
感

は
。

答　

逞
し
く
生
き
る
力
。
元
気
で
自

信
溢
れ
る
力
、
感
謝
の
心
あ
る
教

育
を
。

問　

現
場
、
保
護
者
、
県
教
委
等
信

望
の
厚
い
教
育
長
へ
の
市
長
の
評

価
は
。

答　

議
員
と
同
じ
思
い
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

三
倉
　
美
千
子

問　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
。
平
成
十
七
年
四
月
に
男
女
共

生
係
が
な
く
な
り
、
今
年
四
月
に

四
年
ぶ
り
に
男
女
共
同
参
画
推
進

室
と
し
て
復
活
し
た
が
、
①
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
②
推
進

状
況
、
③
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
が
熊
本
県
内
十
四
市
の
中
で
人

吉
市
だ
け
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
人
吉
市
は
人
吉
球
磨
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
立
場

に
あ
る
と
思
う
。人
吉
市
の
現
状
、

立
場
か
ら
考
え
て
も
条
例
制
定
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

は
。

答　

①
地
域
生
活
課
に
併
設
し
て
推

進
室
を
設
置
し
た
。
②
平
成
十
七

年
度
か
ら
毎
年
、
講
演
会
、
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
、広
報
ひ
と
よ
し
、

新
聞
等
で
周
知
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
離
婚
率
や
Ｄ
Ｖ
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
対
策

の
更
な
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
③
平
成
二
十
一
年
度
中
の
制

定
を
目
指
し
、
同
時
に
制
定
か
ら

五
年
に
な
る
男
女
共
同
参
画
基
本
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計
画
も
意
識
調
査
を
実
施
し
て
見

直
し
を
進
め
た
い
。

※
他
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
、
観
光
都
市
、
国
際
交
流
に
向

け
た
案
内
板
の
外
国
語
標
記
を
要
望

し
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

設
立
へ
の
進
捗
状
況
は

井
上
　
光
浩

問　

市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談
係
を

設
置
以
降
、
ど
れ
く
ら
い
の
相
談

件
数
で
、
内
容
の
主
な
も
の
は
。

答　

窓
口
相
談
が
四
月
二
十
件
、
五

月
十
九
件
、
電
話
相
談
が
四
月

十
七
件
、
五
月
十
二
件
、
合
計

六
十
八
件
。
相
談
内
容
の
主
な
も

の
は
、
金
銭
問
題
、
家
庭
問
題
が

最
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

十
九
％
を
占
め
、
多
重
債
務
等
の

借
金
問
題
に
加
え
、
生
活
支
援
の

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
、
悪
質
商
法
を
含
む
契
約
問

題
、
相
続
問
題
、
婚
姻
離
婚
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

問　

人
吉
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設

立
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
設
立
で
増
員

予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

設
立
は
八
月
に
予
定
し
て
お

り
、
相
談
員
は
四
月
に
再
任
用
職

員
を
含
む
三
名
、
五
月
に
く
ら
し

安
心
相
談
員
二
名
を
増
員
し
五
名

体
制
。
現
段
階
で
増
員
の
予
定
は

な
い
。

問　

相
談
室
の
場
所
は
今
の
ま
ま
で

よ
い
の
か
。

答　

相
談
者
の
気
持
ち
を
配
慮
し
、

施
設
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
人
吉
市
補
助
金
等
基
本

条
例
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
の

世
論
喚
起
を

本
村
　
令
斗

問　

①
オ
バ
マ
大
統
領
演
説
へ
の
市

長
の
認
識
は
。
②
来
年
は
、
核
不

拡
散
条
約
再
検
討
会
議
。
核
兵
器

廃
絶
の
世
論
を
広
げ
る
絶
好
の
機

会
。
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
を
、
行

え
な
い
か
。

答　

①
歓
迎
す
る
。非
核
三
原
則
が
、

全
て
の
国
の
原
則
と
な
る
よ
う
努

力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
②
検
討
し

た
い
。

問　
『
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検

討
す
る
場
』
に
、
補
償
付
で
農
地

の
ま
ま
使
う
遊
水
地
案
が
出
た
。

国
交
省
は
、
佐
賀
県
に
遊
水
地
を

整
備
し
て
い
る
が
、
町
村
長
も
同

行
し
、
視
察
し
て
は
。

答　

町
村
長
と
同
行
し
、
視
察
し
た

い
。

問　
「
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
は
、
計
画
の
六
割
」
と

い
う
こ
と
だ
が
、
①
さ
ら
な
る
事

業
の
募
集
は
。
②
再
々
募
集
が

あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
申
請
し
て

ほ
し
い
。

答　

①
追
加
要
望
調
査
が
あ
り
、
四

事
業
を
要
望
し
た
。
②
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
が
、
状
況
に
よ
り

検
討
さ
れ
る
。
取
り
組
み
を
強
化

し
た
い
。

問　

中
小
事
業
者
に
仕
事
を
確
保

し
、
経
済
活
性
化
に
な
る
小
規
模

工
事
希
望
者
登
録
制
度
の
実
施

を
。

答　

他
自
治
体
を
検
証
し
検
討
し
た

い
。

※
乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を

求
め
る
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

温
泉
特
区
構
想
の

今
後
に
つ
い
て

川
野
　
精
一

問　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
温
泉
特

区
構
想
の
進
捗
で
、
新
聞
報
道
に

あ
っ
た
「
一
部
で
理
解
が
得
ら
れ

な
い
部
分
が
あ
り
、
新
た
な
道
を

探
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答　

構
想
ど
お
り
だ
と
車
両
が
増

え
、
交
通
事
故
の
危
険
が
高
ま
る

と
か
、
構
想
よ
り
も
街
路
や
環
境

の
整
備
を
望
む
声
が
あ
り
、
構
想

へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
協

議
を
通
じ
理
解
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
他
の
道
も
探
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

問　

温
泉
特
区
構
想
の
中
核
施
設
と

挙
げ
て
い
た
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
活
用
は
。

答　

今
後
更
に
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用

促
進
及
び
温
泉
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆

様
の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

温
泉
の
湯
量
減
少
や
公
衆
浴
場

の
廃
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

関
係
者
な
ど
の
提
案
も
い
た
だ

き
、
湯
量
の
確
保
な
ど
も
市
全
体

と
し
て
協
議
を
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

人
吉
市
の
総
合
計
画
と

観
光
施
策

松
田
　 

茂

問　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

観
点
か
ら
、
現
庁
舎
の
場
所
に
つ

い
て
の
想
い
や
考
え
方
は
。

答　

相
良
七
〇
〇
年
の
先
人
達
の
想

い
に
た
ち
返
り
、
歴
史
文
化
の
拠

点
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
重
要

な
観
光
の
一
翼
を
に
な
う
場
所
と

考
え
て
い
る
。

問　

現
市
庁
舎
の
移
転
問
題
に
関
し

て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
「
市
庁
舎
移
転
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
今
後

も
財
政
計
画
も
含
め
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
と
結
ば
れ
て
お
り

ま
す
が
、
具
体
的
に
は
進
ん
で
い

な
い
。

問　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
の

問
題
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
等

の
考
え
方
か
ら
移
転
を
ど
う
と
ら

え
る
か
。

答　

華
美
に
な
ら
ず
機
能
的
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
庁
舎
で
、

場
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

問　

防
災
本
部
と
し
て
の
機
能
の
充

実
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

当
然
考
え
て
い
る
。
十
分
に
検

討
を
し
、
市
民
の
安
心
安
全
に
応

え
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
と

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
効
果
、
今
後
の
展
望
と

展
開
な
ど
も
質
問
し
ま
し
た
。

産
廃
（
中
間
）
処
理

施
設
建
設
問
題
、
他

森
口
　
勝
之

問　

東
間
下
町
内
に
建
設
計
画
さ
れ

て
い
る
産
業
廃
棄
物
（
中
間
）
処

理
施
設
に
つ
い
て
、
熊
本
県
産
業

廃
棄
指
導
要
領
に
よ
る
と
市
の
責

務
と
し
て
「
地
域
と
共
存
で
き
る

場
所
を
確
保
す
る
よ
う
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
近
隣
町
内
で
は
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
て
建
設
反
対
の
決

議
文
が
採
択
さ
れ
、
浪
床
町
、
東

間
下
町
、
東
間
上
町
の
三
町
合
同

に
よ
る
反
対
署
名
活
動
が
展
開
さ

れ
る
な
ど
、
共
存
で
き
る
状
況
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

地
元
説
明
会
に
お
け
る
当
該
社
長

の
「
県
市
の
指
導
が
あ
れ
ば
建
設

断
念
も
あ
り
得
る
」
と
の
発
言
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
市
は
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
地
元
要
望
に
添
う
よ

う
な
適
切
な
判
断
、
指
導
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

地
域
住
民
の
多
く
の
方
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
反
対
さ
れ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
市
と
し
て
推
奨
は
で

き
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

※
そ
の
他
、
球
磨
川
水
系
の
治
水
対

策
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。
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平成20年度政務調査費収支報告書を掲載しました

氏　　名 収　入
支　　　　　　　　　　　出

研　究
研修費

調　査
旅　費

資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 広聴費 人件費 事務所費 合　計

松岡　隼人 240,000 6,000 65,479 − 21,463 161,160 − − 41,672 295,774

井上　光浩 240,000 − 167,470 − 53,340 2,430 − − 26,710 249,950

豊永　貞夫 240,000 − 119,424 44,930 93,248 − − − − 257,602

川野　精一 240,000 47,430 11,702 − 157,400 31,500 − − − 248,032

笹山　欣悟 240,000 7,460 119,434 − − 114,578 − − 19,569 261,041

村上　恵一 240,000 − 119,426 83,281 20,740 15,750 − − − 239,197

西　信八郎 240,000 98,150 63,954 − 80,690 − − − − 242,794

松田　　茂 240,000 − 223,982 13,536 10,200 − − 10,000 − 257,718

永山　芳宏 240,000 63,630 81,580 42,600 64,100 − − − − 251,910

福屋　法晴 240,000 45,800 127,767 48,578 21,555 − − − − 243,700

森口　勝之 240,000 − 178,520 − 18,389 − − − 78,739 275,648

田中　　哲 240,000 − 201,610 17,552 30,600 − − − − 249,762

本村　令斗 240,000 1,500 119,425 880 75,619 26,956 − − 120,000 344,380

立山　勝徳 240,000 25,340 119,426 7,250 12,000 69,270 − − 25,058 258,344

仲村　勝治 240,000 230,576 176,470 3,180 56,760 9,450 − − 30,443 506,879

三倉美千子 240,000 115,141 167,470 13,908 37,400 − − − − 333,919

山下　幸一 240,000 − 201,609 61,155 − − − − − 262,764

下田代　勝 240,000 − 195,727 − 55,475 − − − 14,156 265,358

簑毛　正勝 240,000 − 167,470 17,476 58,780 − − − − 243,726

大王　英二 240,000 − 52,252 − 7,200 − − − − 59,452

4,800,000 641,027 2,680,197 354,326 874,959 431,094 0 10,000 356,347 5,347,950

政務調査費とは・・・議員の調査研究に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認められているものです。
注）　政務調査費の交付額は月額 2 万円
　当初から収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することと定めています。
　支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。
　支出額が収入額を下回った場合は残余を全額返還しなければなりません。

予算委員会
◎三倉美千子○井上光浩

全議員
総務文教委員会
◎下田代勝　○川野精一

西信八郎　　永山芳宏
本村令斗　　仲村勝治
大王英二
厚生委員会
◎田中　哲　○松岡隼人

豊永貞夫　　笹山欣悟
三倉美千子　簑毛正勝

経済建設委員会
◎森口勝之　○松田　茂

井上光浩　　村上恵一
福屋法晴　　立山勝徳
山下幸一
議会運営委員会
◎永山芳宏　○西信八郎

松岡隼人　　福屋法晴
森口勝之　　田中　哲
立山勝徳　　下田代勝

特 別 委 員 会
　６月 19 日の議会最終日に２つの特別委員会が設置
されました。

（◎委員長　○副委員長）
球磨川水系の治水及び防災に関する特別委員会
◎山下幸一
○村上恵一

井上光浩　豊永貞夫　川野精一　森口勝之
田中　哲　本村令斗　下田代勝

公益的施設の適正配置に関する特別委員会
◎立山勝徳
○三倉美千子

松岡隼人　笹山欣悟　西信八郎　松田　茂
永山芳宏　福屋法晴　仲村勝治

常任・議会運営委員会紹介
　委員会構成が６月で変わりました。

（◎委員長　○副委員長）
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九
州
北
部
地
方
は
、
梅
雨
入
り

宣
言
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

雨
の
降
ら
な
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
適
度
の
量
の
雨
が
適
度
に

降
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ

ろ
で
す
。

　

六
月
議
会
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
現
在
、
世
界
中
で
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
本
市
の
対
応
。
国
の
経

済
危
機
対
策
が
織
り
込
ま
れ
た
国

の
補
正
予
算
の
人
吉
市
事
業
へ
の

利
活
用
、
本
市
の
教
育
行
政
等
に

つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
執

行
部
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
鳥

井
教
育
長
は
、
今
議
会
が
最
後
の

答
弁
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
間
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
会
構
成

の
変
更
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
二
つ

の
特
別
委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
で
の
委

員
会
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
議
員
一

丸
と
な
っ
て
諸
問
題
解
決
に
む
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
文
責
：
松
岡　

隼
人
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委
　
　
員
／
松
岡
隼
人
　
　
井
上
光
浩

　
　
　
　
　
松
田
　
茂
　
　
田
中
　
哲

　
　
　
　
　
本
村
令
斗
　
　
下
田
代
勝

次
の
定
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請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果　に　つ　い　て

委　員　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

厚 生 委 員 会 物価に見合う年金引き上げを求める陳情 不 採 択

経済建設委員会 国の責任で、安心・安全な国土づくりを求める意見書提出に関する陳情 継続審査

●古紙配合率　100％

６月定例会における議案等の審議結果
番　号 件　　　　　　　　　　　名 議決結果

議第５２号 平成２１年度　人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議第５３号 平成２１年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第５４号 平成２１年度　人吉市老人保健医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第５５号 平成２１年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第５６号 平成２１年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第５７号 人吉市教育委員会の教育長の給与及び勤務時間に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

議第５８号 人吉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第５９号 人吉市補助金等基本条例の制定について 原案可決

議第６０号 人吉市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第６１号 人吉市公民館条例及び人吉市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第６２号 委託に関する協定の締結について 原案可決

議第６３号 損害の賠償について 原案可決

議第６４号 損害の賠償について 原案可決

議第６５号 訴えの提起について 原案可決

議第６６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 撤　　回

議第６７号 委託に関する協定の締結についての議決内容の一部変更について 原案可決

　市政振興の功績が認められ、今回３名の議員が全国市議会議長
会から議員 10 年表彰を受賞いたしました。
　６月定例議会において表彰状の伝達を行いました。
受賞議員　　下田代　勝議員、山下　幸一議員、本村　令斗議員

全国市議会議長会表彰受賞
６月定例会において、
「北朝鮮の核実験に抗議する決議」を採択
しました。

６月 29 日の第４回臨時会において、人吉
市教育委員会委員に堀秀行氏の任命につ
き同意しました。


